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(57)【要約】
  【課題】塗装した場合に、金属部への付着性が良好で防錆性にも優れる塗膜を形成し得
る防錆用塗料組成物を提供すること。
　【解決手段】アニオン性界面活性剤の存在下での多段乳化重合法によって得られる異相
構造粒子含有エマルションを用いた防錆用塗料組成物であって、該異相構造粒子の少なく
とも１相が、カチオン性官能基含有単量体と、カルボキシル基含有単量体以外のその他の
共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合させて得られる共重合体で形
成されており、該異相構造粒子の少なくとも１相が、カルボキシル基含有単量体と、カチ
オン性官能基含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体と
を乳化重合させて得られる共重合体で形成されており、異相構造粒子中のカチオン性官能
基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体単位との合計量が異相構造粒子の全単量体
単位の１０質量％未満である防錆用塗料組成物。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アニオン性界面活性剤の存在下での多段乳化重合法によって得られる異相構造粒子含有
エマルションを用いた防錆用塗料組成物であって、
　該異相構造粒子の少なくとも１相が、カチオン性官能基含有単量体と、カルボキシル基
含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合さ
せて得られる共重合体で形成されており、
　該異相構造粒子の少なくとも１相が、カルボキシル基含有単量体と、カチオン性官能基
含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合さ
せて得られる共重合体で形成されており、
　更に、異相構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体
単位との合計量が異相構造粒子の全単量体単位の１０質量％未満である、
ことを特徴とする防錆用塗料組成物。
【請求項２】
　異相構造粒子の最外相が、カチオン性官能基含有単量体と、カルボキシル基含有単量体
以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合させて得られ
る共重合体で形成されていることを特徴とする請求項１記載の防錆用塗料組成物。
【請求項３】
　異相構造粒子を構成する各相の少なくとも１相の共重合体が内部架橋構造を有している
ことを特徴とする請求項１又は２記載の防錆用塗料組成物。
【請求項４】
　異相構造粒子中の「カチオン性官能基含有単量体単位」：「カルボキシル基含有単量体
単位」の質量比が１～４：１であることを特徴とする請求項１、２又は３記載の防錆用塗
料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は防錆用塗料組成物に関し、特に、金属付着性、防錆性、耐水性に優れた塗膜を
形成し得る防錆用塗料組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車のシャーシやその他の金属部品、タンク、橋梁、水道管、機械等の金属性
構築物、建造物、家具、家電の筐体の防錆には有機溶剤系のフタル酸アルキド塗料、ウレ
タン系塗料やエポキシ樹脂塗料が用いられてきたが、地球環境の問題や省エネルギー、火
災の危険性等の面より、有機溶剤系塗料から水系樹脂塗料への移行が求められている。特
に、作業性や取り扱いの利便性への考慮から、一液の水系樹脂塗料の利用が求められてい
るが、従来の水系樹脂塗料は、防錆性、金属付着性、上塗り塗料付着性、耐水性、耐アル
カリ性等の諸性能が有機溶剤系塗料に比較して劣ることから、有機溶剤系塗料の代替とし
ては不十分であった。
【０００３】
　上記のような背景のなかで、水系樹脂塗料の上記の欠点を克服するための種々の試みが
実施されてきた。例えば、反応型乳化剤の存在下、スチレン、（メタ）アクリル酸エステ
ル、不飽和カルボン酸及びグリシジル基を有する不飽和単量体の乳化共重合によって得ら
れる防錆塗料用水分散性樹脂組成物が開示されている（例えば、特許文献１参照）が、従
来の溶剤系塗料に代わるほどの防錆性、金属付着性は得られなかった。また、分子量、ガ
ラス転移温度を規定したエマルションに工業ガソリン、ミネラルスピリット等の有機溶剤
を混合して塗膜の造膜性を上げ、防錆性を改善する方法が開示されている（例えば、特許
文献２参照）が、防錆性の持続性といった面で課題があった。
【特許文献１】特開平５－１２４４号号公報
【特許文献２】特開２００６－５２２４７号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記のような従来技術の問題点を背景になされたものであり、一般的な多段
乳化重合法によって得られ、乳化重合時に凝集物が発生せず、貯蔵安定性が良好で塗料化
が極めて容易である異相構造粒子含有エマルションを用いた防錆用塗料組成物であって、
塗装した場合に、金属部への付着性が良好で防錆性にも優れる塗膜を形成し得る防錆用塗
料組成物を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者等は、上記の目的を達成するために鋭意検討を行った結果、アニオン性界面活
性剤を用いた多段乳化重合でカチオン性官能基含有単量体及びカルボキシル基含有単量体
をそれぞれ別の段階で乳化重合させ、即ち、それらの単量体を混合状態では乳化重合させ
ず、それらの単量体をそれぞれその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体と
併用して多段階に乳化重合させる多段乳化重合法によって得られる異相構造粒子含有エマ
ルションであって、異相構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基
含有単量体単位との合計量が異相構造粒子の全単量体単位の１０質量％未満である特定の
異相構造粒子含有エマルションを用いて防錆用塗料組成物とすることにより、上記の目的
が達成できることを見出し、本発明に到達した。
【０００６】
　即ち、本発明の防錆用塗料組成物は、アニオン性界面活性剤の存在下での多段乳化重合
法によって得られる異相構造粒子含有エマルションを用いた防錆用塗料組成物であって、
　該異相構造粒子の少なくとも１相が、カチオン性官能基含有単量体と、カルボキシル基
含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合さ
せて得られる共重合体で形成されており、
　該異相構造粒子の少なくとも１相が、カルボキシル基含有単量体と、カチオン性官能基
含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合さ
せて得られる共重合体で形成されており、
　更に、異相構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体
単位との合計量が異相構造粒子の全単量体単位の１０質量％未満である、
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションは、その乳化重合時
に凝集物が発生せず、貯蔵安定性が良好で塗料化が極めて容易であり、塗料とした本発明
の防錆用塗料組成物は優れた金属付着性、防錆性を発現する水系塗料である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下に、本発明について詳細に説明する。
　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションは、アニオン性界面
活性剤の存在下での多段乳化重合法によって得られ、該異相構造粒子の少なくとも１相が
、カチオン性官能基含有単量体と、カルボキシル基含有単量体以外のその他の共重合可能
なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合させて得られる共重合体で形成されてお
り、該異相構造粒子の少なくとも１相が、カルボキシル基含有単量体と、カチオン性官能
基含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体とを乳化重合
させて得られる共重合体で形成されている。
【０００９】
　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションの製造に採用される
多段乳化重合法は、水中に上記の何れか一方の単量体の組合せ（例えば、カチオン性官能
基含有単量体と、カルボキシル基含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレ
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ン性不飽和単量体との組合せ）、アニオン性界面活性剤及び重合開始剤、更に必要に応じ
て連鎖移動剤や、乳化安定剤等を含有する水性乳濁液を形成し、従来から公知の乳化重合
法で、通常６０～９０℃の加温下で乳化重合させ、次いで他方の単量体の組合せ（例えば
、カルボキシル基含有単量体と、カチオン性官能基含有単量体以外のその他の共重合可能
なα，β－エチレン性不飽和単量体との組合せ）を添加し、従来から公知の乳化重合法で
、通常６０～９０℃の加温下で乳化重合させ、このような乳化重合を２段階以上、通常は
２～５段階繰り返し実施して、乳化共重合体が異相構造、即ち、特性の異なる最外相と一
相以上の内部相からなる粒子を形成させる多段乳化重合法である。
【００１０】
　上記のカチオン性官能基含有単量体の例示として、ジメチルジアリルアンモニウム塩、
ジエチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチル
アミノエチルメチルクロライド塩メタクリレート等を挙げることができる。
【００１１】
　上記のカルボキシル基含有単量体の例示として、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン
酸、クロトン酸、β-カルボキシエチルアクリレート等を挙げることができる。
【００１２】
　上記のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和単量体として、メチルアクリレ
ート、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、ｉ－プロピルアクリレート、ｎ
－ブチルアクリレート、ｉ－ブチルアクリレート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート、ｔ－ブ
チルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ラウリルアクリレート、トリデシ
ルアクリレート、ステアリルアクリレート、シクロヘキシルアクリレート、ベンジルアク
リレート、テトラヒドロフルフリルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、
２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－メトキシエチルアクリレート、２－エトキシ
エチルアクリレート、２－ブトキシエチルアクリレート、２－フェノキシエチルアクリレ
ート、エチルカルビトールアクリレート、アリルアクリレート、グリシジルアクリレート
、ジメチルアミノエチルアクリレート、アクリル酸ソーダ、トリメチロールプロパンアク
リレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリ
レート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレー
ト等のアクリル酸エステル単量体、並びにメチルメタクリレート、エチルメタクリレート
、ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、２－
エチルヘキシルメタクリレート、ラウリルメタクリレート、トリデシルメタクリレート、
ステアリルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、プロピルメタクリレート、
ベンジルメタクリレート、イソプロピルメタクリレート、ｓｅｃ－ブチルメタクリレート
、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、グリ
シジルメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、アリルメタクリレート
、エチレングリコールメタクリレート、トリエチレングリコールメタクリレート、テトラ
エチレングリコールメタクリレート、１，３－ブチレングリコールメタクリレート、トリ
メチロールプロパンメタクリレート、２－エトキシエチルメタクリレート、２－メトキシ
エチルメタクリレート等のメタクリル酸エステル単量体を挙げることができる。
【００１３】
　更に、上記のアクリル系単量体類に加えて、アクロレイン、ダイアセトンアクリルアミ
ド、ダイアセトンメタクリルアミド、ホルミルスチロール、ビニルメチルケトン、ビニル
エチルケトン、ビニルブチルケトン等のカルボニル基を持つα，β－エチレン性不飽和単
量体やアクリルアミド、アクリロニトリル、酢酸ビニル、スチレン、エチレン、プロピレ
ン、イソブチレン、ブタジエン、イソプレン、クロロプレン等のビニル単量体を共重合成
分として用いることができる。
【００１４】
　異相構造粒子含有エマルションの製造においては、乳化剤として塗料原料との混和性を
得るためにアニオン性界面活性剤を使用する。アニオン性界面活性剤として、例えば、ラ
ウリル硫酸ナトリウム等の脂肪酸塩や、高級アルコール硫酸エステル塩、ドデシルベンゼ
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ンスルホン酸ナトリウム等のアルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル硫酸塩、ポリオキシノニルフェニルエーテルスルホン酸アンモニウム、ポリオ
キシエチレン－ポリオキシプロピレングリコールエーテル硫酸塩、更には、スルホン酸基
又は硫酸エステル基と重合性不飽和基を分子中に有する、いわゆる反応性界面活性剤等を
挙げることができる。また、アニオン性界面活性剤と共にノニオン性界面活性剤を併用す
ることもできる。ノニオン性界面活性剤を併用すると塗料の機械的安定性、凍結－融解安
定性が向上する。
【００１５】
　上記の重合開始剤として、従来から一般的にラジカル重合に使用されているものが使用
可能であるが、中でも水溶性のものが好適であり、例えば、過硫酸カリウム、過硫酸アン
モニウム等の過硫酸塩類、２，２'－アゾビス（２－アミノジプロパン）ハイドロクロラ
イドや 、４，４'－アゾビス－シアノバレリックアシッド、２，２'－アゾビス（２－メ
チルブタンアミドオキシム）ジハイドロクロライドテトラハイドレート等のアゾ系化合物
、過酸化水素水、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド等の過酸化物等を挙げることができ
る。更に、Ｌ－アスコルビン酸、チオ硫酸ナトリウム等の還元剤と、硫酸第一鉄等とを組
み合わせたレドックス系も使用できる。
【００１６】
　上記の連鎖移動剤として、例えば、ｎ－ドデシルメルカプタン等の長鎖のアルキルメル
カプタン類や、芳香族メルカプタン類、ハロゲン化炭化水素類等を挙げることができる。
また、上記の乳化安定剤として、ポリビニルアルコールや、ヒドロキシエチルセルロース
、ポリビニルピロリドン等を挙げることができる。
【００１７】
　異相構造粒子含有エマルションの製造に採用される多段乳化重合の各段において、単量
体混合物を一括して仕込む単量体一括仕込み法や、単量体混合物を連続的に滴下する単量
体滴下法、単量体混合物と水とアニオン性界面活性剤とを予め混合乳化しておき、これを
滴下するプレエマルション法、あるいは、これらを組み合わせる方法等を採用することが
できる。
【００１８】
　本発明において、異相構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基
含有単量体単位との合計量が異相構造粒子の全単量体単位の１０質量％未満であることが
必要であり、好ましくは２～９質量％であり、より好ましくは３～８質量％である。異相
構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体単位との合計
量が上記の範囲よりも多い場合には、得られる防錆用塗料組成物から形成される塗膜の耐
水性の低下を招き、結果として防錆性（耐塩水噴霧性）の低下へと繋がる。また、異相構
造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体単位との合計量
が少なすぎる場合には目的とする効果が不十分となる傾向がある。
【００１９】
　本発明においては、防錆用塗料組成物で形成される塗膜の付着性及び防錆性の両方を同
時に良好に満足する点で、異相構造粒子中の「カチオン性官能基含有単量体単位」：「カ
ルボキシル基含有単量体単位」の質量比が０．５～５：１であることが好ましく、１～４
：１であることがより好ましく、１．５～３：１であることが更に好ましい。
【００２０】
　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションに含まれる異相構造
粒子において、その最外相がアニオン性界面活性剤の存在下でカチオン性官能基含有単量
体と、カルボキシル基含有単量体以外のその他の共重合可能なα，β－エチレン性不飽和
単量体とを乳化重合させて得られる共重合体で形成されている場合には、そのような異相
構造粒子含有エマルションを用いた本発明の防錆用塗料組成物の安定性が増し、そのよう
な防錆用塗料組成物を塗装することにより基材との密着性も向上するので、そのような最
外相とすることが好ましい。
【００２１】
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　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションに含まれる異相構造
粒子においては、異相構造粒子を構成する各相の少なくとも一相が内部架橋構造を有する
乳化共重合体で形成されていてもよい。このような内部架橋構造を有する乳化共重合体粒
子は、内部架橋構造を有する相を形成させるための多段乳化重合の所定の段階で加える単
量体混合物の一部としてジビニルベンゼン、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリレート等の
分子中に重合性不飽和二重結合を２個以上有する単量体を使用して乳化重合させる方法、
乳化重合反応時の温度で相互に反応する官能基含有単量体の組合せ、例えば、カルボキシ
ル基とグリシジル基や、水酸基とイソシアネート基等の組合せの官能基を持つエチレン性
不飽和単量体を選択含有させた単量体混合物を使用して乳化重合させる方法、加水分解縮
合反応の生じる（メタ）アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、（メタ）アクリロキ
シプロピルトリエトキシシラン、（メタ）アクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン
等のシリル基を持つエチレン性不飽和単量体を含有させた単量体混合物を使用して乳化重
合させる方法、等の方法により製造することができる。
【００２２】
　本発明の防錆用塗料組成物で用いる異相構造粒子含有エマルションにアンモニアやトリ
エチルアミン、ジメチルエタノールアミン等のアミン類を添加してｐＨ６～１０に調整し
ておくと、凍結－融解安定性や貯蔵安定性が更に良くなる。
【００２３】
　なお、カチオン性官能基を持たない単量体から得られる通常のアクリルエマルションを
用いた塗料では十分な防錆効果が得られない。また、カルボキシル基を持たない単量体か
ら得られるエマルションの場合には、重合安定性、物理的安定性、化学的安定性等各種安
定性が悪くなり、カルボキシル基含有単量体とカチオン性官能基含有単量体とを同時に共
重合した場合には、重合安定性が著しく悪化する。
【００２４】
　本発明の防錆用塗料組成物は、以上に説明した多段乳化重合法によって得られる異相構
造粒子含有エマルションを用いたものであるが、塗料としての各種機能を付与するために
、必要に応じて、消泡剤や防腐剤、防カビ剤、増粘剤、凍結安定剤、湿潤剤、紫外線吸収
剤、光安定剤、着色顔料、体質顔料、分散剤、沈降防止剤等の公知の添加剤等を配合して
も良い。
【００２５】
　本発明の防錆用塗料組成物は、上記の着色顔料、体質顔料の他に、更に、Ｃａ、Ａｌ、
Ｍｇ、Ｚｎ、Ｆｅのリン酸塩、モリブデン酸塩からなる防錆顔料を、防錆用塗料組成物の
固形分１００質量部あたり１０～１２０質量部の量で用いることで、更に防錆性に優れる
塗料を構成することが可能となる。
【００２６】
　本発明の防錆用塗料組成物は、無機系、金属系、木材系、プラスチック系等の各種基材
に適用できる。特に、防錆性、金属密着性、耐水性に優れることから、軽防食用塗料、建
築用塗料として好適である。
【００２７】
　以下に、本発明を実施例及び比較例に基づいて更に詳細に説明するが、本発明はこれら
に限定されるものではない。なお、実施例及び比較例中、「部」及び「％」は、特に断ら
ない限り質量基準で示す。
【００２８】
　実施例１～３
　撹拌装置、温度計、冷却管及び滴下装置を備えた反応器中に、イオン交換水２６０部及
び非反応性アニオン界面活性剤「ハイテノールＮＦ－１３」（第一工業製薬株式会社製）
（ポリオキシエチレンジスチレン化フェニルエーテル硫酸アンモニウム塩、エチレンオキ
シド平均付加モル数１３モル）２部をそれぞれ仕込み、反応器内部を窒素で置換しながら
８０℃まで昇温させた。
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【００２９】
　次いで、過硫酸カリウム（重合開始剤）１部を加え、予め別容器で撹拌混合しておいた
第１表に示す組成の乳化物（Ａ）（数値は部を示す、以下同じ）を、実施例１及び３につ
いては２時間かけて、実施例２については２．５時間かけて連続滴下し、続いて１段目と
同様に予め撹拌混合しておいた第１表に示す組成の乳化物（Ｂ）を２時間かけて連続滴下
した。滴下終了後、８０℃で２時間攪拌を続けながら熟成し、４０℃まで冷却した後、５
０％ジメチルエタノールアミンにてｐＨ９．０に調整し、２相からなる異相構造粒子含有
エマルションを得た。
【００３０】
　実施例４
　イオン交換水２６０部に実施例１～３で配合した非反応性アニオン界面活性剤２部の代
わりに反応性アニオン界面活性剤「アクアロンＫＨ－１０」（第一工業製薬株式会社製）
〔α－スルホナト－ω－（１－（アリルオキシメチル）アルキルオキシ）ポリオキシエチ
レンのアンモニウム塩、エチレンオキシド平均付加モル数１０モル〕２部を使用し、第１
表に示す組成の乳化物（Ａ）及び乳化物（Ｂ）を使用して、実施例１と同様の操作で異相
構造粒子含有エマルションを得た。
【００３１】
　実施例５
　イオン交換水２６０部に配合した非反応性アニオン界面活性剤「ハイテノールＮＦ－１
３」２部の他に更にノニオン界面活性剤「ノイゲンＥＡ－１８７」（第一工業製薬株式会
社製）（ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテル、ＨＬＢ１７）２部を使用し、
第１表に示す組成の乳化物（Ａ）及び乳化物（Ｂ）を使用して、実施例１と同様の操作で
異相構造粒子含有エマルションを得た。
【００３２】
　比較例１
　カチオン性官能基含有単量体及びカルボキシル基含有単量体の両方を含む第１表に示す
組成の乳化物（Ａ）を４時間かけて滴下した以外は、実施例１と同様の操作でエマルショ
ンを得た。得られたエマルションは異相構造粒子含有エマルションではない。
【００３３】
　比較例２
　第１表に示す組成の乳化物（Ａ）及び（Ｂ）を用いて、実施例１と同様の操作で異相構
造粒子含有エマルションを得た。得られた異相構造粒子含有エマルションの異相構造粒子
中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体単位との合計量は異相
構造粒子の全単量体単位の１０質量％を超えている。
【００３４】
　比較例３
　第１表に示す組成の乳化物（Ａ）及び（Ｂ）を用いて、実施例１と同様の操作で異相構
造粒子含有エマルションを得た。乳化物（Ａ）及び（Ｂ）にはカチオン性官能基含有単量
体は含まれていない。
【００３５】
　比較例４
　第１表に示す組成の乳化物（Ａ）及び（Ｂ）を用いて、実施例１と同様の操作で異相構
造粒子含有エマルションを得た。乳化物（Ａ）及び（Ｂ）にはカルボキシル基含有単量体
は含まれていない。
【００３６】
　実施例１～５及び比較例１～４で得たエマルションの乳化重合時の重合安定性を下記の
基準で目視で評価した。それらの結果は第１表に示す通りであった。
＜重合安定性＞
　◎：重合時にほとんど凝集物が発生せず、安定なエマルションが得られた、
　○：重合時に若干の凝集物を生じたが、安定なエマルションが得られた、
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　△：重合安定性が悪く、多量の凝集物が生じた、
　×：重合安定性が極めて悪く、反応の遂行が困難であった。
【００３７】
　実施例１～５及び比較例１～４で得たエマルションを用いて下記のように調製した防錆
用塗料組成物について、下記のようにして防錆塗料としての性能評価試験を行った。それ
らの結果は第１表に示す通りであった。
【００３８】
（１）塗料配合
　実施例１～５及び比較例１～４の何れかで得たエマルション６５．０部を、下記の原料
と下記の量で混合し、さらにＭＦＴが０℃以下になるように必要に応じてテキサノールを
添加して防錆性試験用塗料を製造した。
ナトラゾール２５０ＨＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
　（ハーキュレス株式会社製、ヒドロキシエチルセルロース）
脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３．０部
アンモニア水（２８％水溶液）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１９０　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　０．２部
　（ビックケミージャパン株式会社製、界面活性剤）
サーフィノール１０４Ｅ（エアープロダクト社製、湿潤剤）　　　 　 　　０．４部
プライマルＲＭ－８Ｗ（ローム・アンド・ハース株式会社製、増粘剤）　　２．０部
ＳＮデフォーマー１３１２（サンノプコ株式会社製、消泡剤）　　　　　　０．４部
酸化チタンＣＲ－５０（石原産業株式会社製、酸化チタン）　　　　　　　５．５部
ベイフェロックス１３０Ｍ（ベンガラ）　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
マイクロマイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０部
マイクロタルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０部
【００３９】
（２）塗装乾燥条件
　冷間圧延鋼板ブライト（ＳＰＣＣ　Ｂ　７０ｍｍ×１５０ｍｍ×０．８ｍｍ）の表面上
に乾燥塗膜厚が３０μｍとなるように、上記で得られた塗料を口径２ｍｍのスプレーガン
を用いて吹き付け圧３Ｋｇ／ｃｍ2（２９４ｋＰａ）で塗装し、９０℃で５分間乾燥後、
２５℃で７日間放置して試験片を作成し、以下に示す試験をそれぞれ実施した。
【００４０】
（３）試験条件及び評価基準
＜防錆性＞
　ＪＩＳ　Ｋ－５４００に準じた耐塩水噴霧性試験（２００時間）を行い、下記の基準で
防錆性を評価した。
　◎：錆び幅１ｍｍ以下、
　○：錆び幅１～３ｍｍ、
　△：錆び幅３ｍｍ、
　×：全面錆び。
【００４１】
＜付着性＞
　ＪＩＳ　Ｋ－５４００に準じた碁盤目試験を行い、下記の基準で金属への付着性を評価
した。
　◎：１００／１００、
　○：８０～９９／１００、
　△：５０～７９／１００、
　×：５０未満／１００。
【００４２】
＜耐水二次密着性＞
　上記のように作製した試験板を、水道水に１６８時間浸漬し、浸漬後、２３℃の恒温室
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とした。
（判定基準）
　○：剥がれが全く見られない、
　△：カット部の交点でやや剥がれが見受けられる、
　×：セロハン粘着テープ接着部の全面剥離が見られる。
【００４３】
　上記で作製した塗料の貯蔵安定性を下記の基準で目視評価した。それらの結果は第１表
に示す通りであった。
＜塗料安定性＞
　◎：良好に塗料化でき、貯蔵安定性も良好である、
　○：問題なく塗料化できる、
　△：塗料化できるが貯蔵安定性に問題がある、
　×：塗料化が困難である。
【００４４】
　なお、第１表中の略号の化合物は次の通りである。
　ＳＴ：スチレン
　ＭＭＡ：メチルメタクリレート
　ＢＡ：ブチルアクリレート
　ＥＡ：エチルアクリレート
　２ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート
　ＢＭＡ：ブチルメタクリレート
　ＨＥＡ：ヒドロキシエチルアクリレート
　ＡＡ：アクリル酸
　ＭＡＡ：メタクリル酸
　ＧＭＡ：グリシジルメタクリレート
　ＤＶＢ：ジビニルベンゼン
　ＤＥ：ジメチルアミノエチルメタクリレート
　ＫＨ－１０：アクアロンＫＨ－１０
　ＮＦ－１３：ハイテノールＮＦ－１３
　ＥＡ－１８７：ノイゲンＥＡ－１８７
【００４５】
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【表１】

【００４６】
　第１表に示すデータから明らかなように、本発明で用いる異相構造粒子含有エマルショ
ンは重合安定性に優れており、また、本発明の防錆用塗料組成物は塗料安定性、防錆性、
付着性、二次密着性ともに優れている。一方、カチオン性官能基含有単量体とカルボキシ
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ル基含有単量体とを混合物として同時に滴下した比較例１の場合には重合安定性が極めて
悪く、安定なエマルションが得られなかった。得られた異相構造粒子含有エマルションの
異相構造粒子中のカチオン性官能基含有単量体単位とカルボキシル基含有単量体単位との
合計量は異相構造粒子の全単量体単位の１０質量％を超えている比較例２の場合及び乳化
物（Ａ）及び（Ｂ）の何れにもカチオン性官能基含有単量体が含まれていない比較例３の
場合には重合安定性、塗料安定性に優れた異相構造粒子含有エマルションが得られたもの
の、防錆性、付着性が好ましくなかった。また、乳化物（Ａ）及び（Ｂ）の何れにもカル
ボキシル基含有単量体が含まれていない比較例４の場合には塗料化時の機械的安定性、化
学的安定性に欠け、安定な塗料が得られなかった。
【００４７】
　これらの結果から、本発明で用いる異相構造粒子含有エマルションは異相構造粒子表面
がアニオン性の界面活性剤で覆われていることから良好な安定性が得られ、カチオン性官
能基とカルボキシル基が膜形成時に強固な膜を形成して、防錆性、付着性、耐水性の良好
な塗膜を形成し得る。
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